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１．2025（令和７）年度関西支部活動をふりかえ
って（支部⾧ 松田 充史） 
2025 年度、関西支部では、6 月に国土交通省近

畿運輸局の後援を賜り「第 22 回意見交換会」を開
催いたしました。パネルディスカッションでは
『2030 年の関西の観光人材を考える』と題し、開
業が予定されている IR（統合型リゾート）を見据え、
将来的に不足が懸念される観光人材への対応につい
て活発な議論が交わされました。8 月には、中四国
研修会『癒しの島と酒造りの町で紡ぐ未来の観光』
を広島県竹原市および東広島市西条にて実施いたし
ました。関係者の皆様の多大なるご協力により、極
めて実り多い研修となりましたことを厚く御礼申し
上げます。また 11 月には、奈良県御所市にて地区
懇話会を開催いたしました。『神々の気配にふれる歴
史ある陣屋町の魅力―御所市の観光の今と未来』を
テーマに、山田秀士御所市⾧による基調講演とパネ
ルディスカッションを行い、地域観光について議論
する貴重な機会となりました。さらに、観光学研究
部会（※1）を 2 回（12 月・1 月）実施したほか、
NPO 法人観光力推進ネットワーク関西の講座や学
生発表を学術的側面から支援してまいりました。こ
うした支部活動は、会員の皆様のご参加によって支
えられております。今後とも、当支部の活動に対し、
変わらぬご理解とご支援を賜りますようお願い申し
上げます。 
（※1）講師を務められた道前美佐緒氏（流通科学
大学人間社会学部観光学科准教授・日本観光研究学
会関西支部役員）におかれましては、去る 12 月 29
日に逝去されました。これまでの多大なるご貢献に
対し、謹んで哀悼の意を表します。 
 
２．支部活動①:観光学研究部会の開催 

第 1 回観光学研究部会として、2025 年 12 月 22
日に、講師として道前美佐緒氏（流通科学大学人間
社会学部観光学科准教授）を迎え、「日本の婚姻儀礼

の６つの発明－ブライダル産業黎明期から現代にい
たるまでー」をテーマに、オンラインにより開催し
ました。31 人の参加がありました。 

第２回観光学研究部会として、2026 年１月 26
日に、講師として髙田晋史氏（神戸大学大学院農学
研究科食料環境経済学講座准教授）を迎え、「農泊地
域の形成と社会的意義」をテーマに、オンラインに
より開催しました。32 人の参加がありました。 
 
３．支部活動②:第 22 回「関西から観光立国・立

圏を考える」意見交換会の開催 
2025 年 6 月 14 日（土）13:00～16:00 に、阪

南大学あべのハルカスキャンパスにて意見交換会を
開催しました（46 人参加）。国土交通省近畿運輸局
観光部⾧の後藤孝之氏による「関西における観光政
策の現状」の特別講演と、阪南大学国際学部教授の
福本賢太氏による「「大阪・KANSAI」観光圏の 2030
年問題を考える」の基調講演の後、「2030 年の関西
の観光人材を考える」をテーマに、パネルディスカ
ッションを行いました。福本氏に加えて、古川博文
氏（株式会社ロイヤルホテル人事部⾧）、小野田金司
氏（大阪観光大学観光学部教授）、江藤誠晃氏（株式
会社 BUZZPORT 代表取締役）をパネリストとして、
堀内史朗（日本観光研究学会関西支部役員）がコー
ディネーターを務め、これからの大阪・KANSAI の
観光産業の担い手を育成する教育事例、求められる
人材像、2030 年の IR 開業を見据えた観光業の在り
方について活発な議論を行いました。 
 
 

中四国研修で西条の仕込み水の源流（東広島市）にて 



４．支部活動③:中四国研修会の開催 
2025 年 8 月 25 日～26 日の 2 日間にわたり、「癒

しの島と酒作りの町で紡ぐ未来の観光」をテーマに、
広島県竹原市および東広島市西条において中四国研
修を実施しました（16 人参加）。 

1 日目は大久野島を訪れ、毒ガス製造の負の歴史
を伝える遺構と、野生のうさぎによる癒しの観光資
源が共存する独自の魅力を視察し、歴史継承と観光
活用の可能性について理解を深めました。続いて竹
原の重要伝統建築物保存地区を訪問し、塩田経営で
栄えた町並みとともに酒蔵が歴史的景観の重要な構
成要素として保存・活用されている実態を学びまし
た。また、分散型ホテルの取り組みや、副市⾧およ
び DMO 関係者との意見交換を通じて、歴史資源を
活かした観光振興の方向性について認識を共有しま
した。 

2 日目は、日本三大酒どころの一つである西条を
訪れ、酒蔵巡りや美酒鍋の体験、仕込み水の源流の
視察を通じて、酒造りを支える自然・歴史・文化基
盤への理解を深めました。さらに、精米機メーカー・
サタケの見学では、伝統と先端技術の融合が酒造業
を支えている実態を学びました。本研修は、歴史景
観、産業、技術を統合した観光資源の価値とその活
用可能性を再認識する有意義な機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．支部活動④:地区懇話会の開催 
 2025 年 11 月 29 日、奈良県御所市において、御
所市の後援を頂き、「神々の気配にふれる歴史ある陣
屋町の魅力―御所市の観光の今と未来」をテーマに
シンポジウムを開催しました。 
 午前中は、江
戸時代初期の御
所藩主・桑山元
晴によって整備
された陣屋町で
ある、御所まち
を視察しました。
「遠見遮断」の
道や再現された高札場、現存 
している背割り下水、また江戸時代後期の商屋など
を見学しました。さらには、鴨都波神社にて、御所
市職員から「鴨族に関するお話」を伺いました。 
 午後のシンポジウムは、山田秀士御所市⾧の基調
講演ののち、下記のパネリスト（登壇順）により、
御所市の文化や町並みの保全と新たな取り組みにつ
いての話題提供と、ディスカッションを行いました。
パネリストは山中淳史氏（奈良県観光局⾧）、中井将
一郎氏（読売新聞 大阪本社奈良支局）、中井戸隆氏
（御所市企画制作部観光振興課⾧）、大久保泰佑氏
（株式会社 narrative 代表取締役）です。 
 今年度の地区懇話会における学会員の参加者は
15 人、シンポジウムは地域の方々も含めて 34 人の
参加者となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．支部活動⑤:関西支部役員会の開催 

関西支部運営のための定例会議として、2025 年
６月 14 日の関西支部総会のほか、毎月１回定期的
に役員会を、15 人の役員が参加して、オンラインあ
るいは対面にて開催しました。 
 
  



７．支部活動⑥:NPO 法人「観光力推進ネットワ
ーク・関西」の支援と協働 

(1) NPO 法人「観光力推進ネットワーク・関西」
本年度を振り返って（理事⾧挨拶）高根沢 均 
2025 年 4 月に始まった大阪・関西万博は、開催

前の不安をよそに順調に訪問者を増やし、後半はな
かなか入場予約も取れないほどの盛況のなかで幕を
閉じました。国内だけでなく海外からも多くの人が
訪れ、国際的なイベントとしても十分な成功を収め
たといえるのではないでしょうか。「万博レガシー」
という言葉がよく使われますが、今回の万博が創り
上げた有形・無形のさまざまな遺産を、どのように
継承し、次の新たな発展につなげるのかを考えるこ
とも重要です。 
 また地方においても、観光振興の取り組みはます
ます盛んに進められています。元からある地域資源
の磨き上げだけでなく、空き家や耕作放棄地など地
域の課題を取り上げ、観光の素材として工夫して活
用する事例が広がっていると感じます。古民家をリ
ノベーションした高級一棟貸しの宿も続々と登場し
ており、地方での観光のあり方も急速に変化してい
ます。また農作業や里山整備などを体験としてプロ
デュースし、観光と労働力提供を組み合わせた事業
も、今後さらに拡大していくのではないでしょうか。 
 本ＮＰＯでは、“観光が変わる、観光が変われば地
域や社会を変え、人を変える”－このような大きな変
革をもたらす力を「観光力」と呼び、その強化推進
を図ることを目的として活動をしています。 
「観光力」とは、以下の5 つの力のことを言います。 

①21 世紀の国家デザインに果たす力－「国家・
社会」を強くする 

②産業振興に果たす力（経済効果）－「産業・経
済」を強くする 

③都市・地域政策（地域発展の核として）に果た
す力－「地域」を強くする 

④異文化理解に果たす力－「国家・社会・個人」
を強くする 

⑤自己発見・自己実現に果たす力－「個人」を強
くする 

万博のように、世界の人をつなぎ、大きな経済効
果を生み出すようなイベントもあれば、上述のよう
な地域課題を創意工夫で活用し、解決への糸口を見
出そうという観光もあります。このような可能性に
満ちた観光の力を活用し、よりよい未来を構築する
ために、「観光力」の視点をより広く普及し、人材を

育成していくことが本ＮＰＯの重要な使命です。  
 この団体の意義は、観光研究に携わる専門家と、
将来の観光人材でもある学生とが両輪で活動してい
るところにあります。即ち、①研究・実践に取り組
む会員による産・官・民との連携、および②観光学
を学ぶ学生たちによる地域での実践活動、という二
つの軸によって、観光研究の成果を社会へフィード
バックしています。また学生の実践活動組織である
「学生連絡協議会」を本 NPO 内に設置し、地域と
の連携や研究発表会を通じて大学の垣根を超えた成
⾧の機会を支援しています。 

このような本ＮＰＯの趣旨をご理解の上、関西の
観光振興のために、ぜひ皆様のご支援、ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。 
 
(2)第 20 回「地域創造のための観光マネジメント

講座」の開催 
「地域創造のための観光マネジメント」について、

全く知識や経験のない方でも取り組める内容を中心
に 3日間にわたり講座と共創型ワークショップを実
施しました。 
【会場】大阪公立大学文化交流センター 
2026 年 1 月 24 日（土） 

①高根沢均｜主旨説明・ご案内 
②【特別講演】国土交通省近畿運輸局観光部観光

地域振興課｜ポスト万博の関西観光の現状と動
向 

③米盛安奈｜ユニバーサルツーリズムと地域 
④石橋仁美｜ブライダル産業の未来と地域創造 
⑤久保由加里｜空き家を活用した観光まちづくり 

2026 年 2 月 7 日（土） 
⑥原田弘之｜地域の農と食を活かしたツーリズム 
⑦原一樹｜現代社会における観光の価値－サステ

ナブル・スロー・真正性― 
⑧堀内史朗｜都市近郊のアート拠点の存在意義 
⑨受講生と講師陣による地域創造に関する共創型

ワークショップ（ファシリテーター｜原田・原・
堀内）  

2026 年 2 月 21 日（土） 
⑩松田充史｜地域創造のためのイベント 
⑪五嶋俊彦｜観光業の人材不足と観光人材の育成
⑫望月徹｜地域を価値づけるまちづくり 
⑬受講生と講師陣による地域創造に関する共創型

ワークショップ（ファシリテーター｜望月・原・
五嶋） 



(3)観光力ネット・学生連絡協議会(学連協)の応援 
1)学連協・地域連携プロジェクト「インターンシッ

プ in 城崎プログラム」 
本年度の城崎インターンシップは、6 月 28 日（土）

から 1 泊の事前研修と、8 月 19 日（火）～23 日（土）
の 4 泊 5 日のプログラムに分けて実施しました。事
前研修では、8 月にインターンシップを受け入れて
いただく旅館様を見学し、地産地消の取り組みなど
を学ぶことができた点や、人手不足が課題であると
思われた点などの感想が提出されました。8 月のイ
ンターンシップには、大阪商業大学から 1 人、京都
外国語大学から 2 人（うち留学生 1 人）の学生が参
加しました。複数の旅館様での就業体験、城崎観光、
地域の灯篭流しイベントへの参加など、充実した研
修となりました。9 月 5 日（金）には現地の方にも
ご参加いただきインターンシップの成果報告会をオ
ンラインで開催しました。研修で学んだ事柄の発表
や、自分達の研修での経験を踏まえて作成した城崎
PR 動画を披露しました。 

城崎観光体験の様子 

2) 学連協「歴史文化体験 in 京都」 
本年度の歴史文化体験は、11 月 1 日（土）に京

都で実施しました。参加者は、神戸国際大学 5 人、
大阪商業大学 1 人、大阪成蹊大学 1 人、京都外国語
大学 3 人の 10 人でした。京都御苑近くで集合のの
ち、午前中は「安達くみひも館」で組みひも体験（ブ
レスレット作り）を行いました。職人の方が丁寧に
ご指導下さり、各自の気に入った柄のブレスレット
を完成させることができました。資料館も併設され
ており、組みひもの歴史や様々な作品を見学するこ
とができました。その後、錦市場周辺で各自昼食を
取り、午後は八坂神社近くの漢字ミュージアムとい
う体験型施設を訪れ、楽しみながら漢字について
様々な内容を学ぶことができました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組みひも体験の様子 

3)学連協・国際交流プログラム 
本年度の国際交流プログラムは「国際交流～嵐山

で和菓子体験～」と題して実施し、京都外国語大学
10 人、大阪商業大学 3 人、神戸国際大学 1 人、大
阪成蹊大学 1 人、名城大学 1 人、京都先端科学大学
1 人の 17 人が参加しました。中国、インドネシア、
ネパール、ミャンマーなど、多国籍の留学生も参加
し、国際色豊かなメンバーとなりました。午前中は
嵯峨野の甘春堂で和菓子作り体験を行い、職人の方
の丁寧な指導で皆無事に数種類の和菓子を作成でき
ました。各自昼食の後、午後は京都外国語大学で百

人一首大会を
行い、大変な
盛り上がりを
見せました。
日本文化を学
びつつ交流を
深めることが
できました。 

 
 
 

和菓子作り体験の様子 

4)学連協・第 12 回学生研究発表会 
【実施日】2026 年 2 月 25 日 11:45～18:00 
【会場】阪南大学あべのハルカスキャンパス 
【概要】参加は 13 チーム。 

詳細は以下のホームページをご覧ください。 
【https://www.kankoryoku-npo.jp/】
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